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歩
い
て  

話
し
て  

ひ
と
つ
ず
つ

「
浸
水
対
策
を
求
め
る
」
請
願

 　
　

 

全
議
員
の
賛
成
で
採
択　

　

２
０
１
９
年
10
月
、
東

日
本
に
記
録
的
な
大
雨
を

も
た
ら
し
た
台
風
19
号
。

宮
代
町
の
中
心
で
あ
る
役

場
周
辺
の
浸
水
は
、
ス

キ
ッ
プ
広
場
か
ら
笠
原
の

住
宅
地
、
商
工
会
館
、
笠

原
小
学
校
、
新
し
い
村
か

ら
図
書
館
周
辺
と
広
範
囲

に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
「
浸
水
対
策
を
求
め
る

請
願
」
が
町
12
月
議
会
に

提
出
さ
れ
、
全
議
員
の
賛

成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
は
県
に
強
く
要
望

し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水

整
備
な
ど
早
急
な
対
策
が

予
算
化
さ
れ
、
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
姫
宮
落
川
の
整

備
事
業
に
は
県
の
予
算
が

継
続
し
、
整
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。

請
願
者　
青
木　

功 

氏

　
　
　
　

田
原
淳
之
介
氏

　宮代町役場の周辺。東武動物公園駅
西口のメインストリートが川のように。
繰り返される被害に、「早急な対策を求
める」声があがりました。

請
願
紹
介
議
員

小河原  正 金子 正志

宮
代
町
　
安
全
な
通
学
路
を

県による主な事業県による主な事業

　カスミから古利根川に向かう道路。新
橋が架かると、道仏地区から国道４号線
までつながる両町の幹線道路となります。

　駅前ロータリーと駅前通りの整備が進
んでいます。駅前通りは無電柱化となり、
完成後の街並みの景観が楽しみです。

新
橋
通
り
線

新
橋
通
り
線

　

東
口
駅
前
の
宮
代
町
か

ら
、
杉
戸
町
に
通
じ
る
道

路
は
、
宮
代
町
側
は
渋
滞

に
も
関
わ
ら
ず
、
歩
道
が

な
く
危
険
な
道
路
で
す
。

　

駅
前
商
店
会
の
岩
崎
会

長
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様

と
と
も
に
、
次
の
世
代
を

担
う
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
私
た
ち
の
時
代
に
良

い
ま
ち
を
残
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「雨の日には靴が濡れない？」と
私が児童に問いかけると「大丈夫で
す」と元気な声が返ってきました。

　工事現場の進捗状況を見るたびに、
これまで県へ粘り強く、事業の実施を
要望してきた苦労が報われる思いです。

東
小
学
校

東
小
学
校

　　  

歩
道
橋

歩
道
橋

　

東
小
学
校
横
の
道

路
は
渋
滞
が
激
し
い
。

２
０
２
１
年
、
当
時
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
浅
倉
孝
郎
さ
ん

か
ら
「
歩
道
橋
の
階
段
部

分
が
劣
化
し
て
い
て
、
雨

の
日
は
水
た
ま
り
が
出
来

て
し
ま
う
。
児
童
の
靴
・

足
が
濡
れ
て
し
ま
う
。
改

修
し
て
ほ
し
い
」。
そ
こ

で
、
宮
代
町
役
場
か
ら
要

望
書
を
杉
戸
県
土
整
備
事

務
所
に
提
出
し
、
県
の
予

算
で
改
修
工
事
が
完
了
。

和
戸
交
差
点

和
戸
交
差
点

　

岩
槻
か
ら
幸
手
に
向
か

う
御
成
街
道
（
将
軍
が
日

光
社
参
の
際
に
使
用
さ
れ

た
街
道
）。
交
通
量
も
多

く
朝
夕
の
渋
滞
が
大
き
な

課
題
で
す
。
交
差
点
全
体

を
拡
張
し
、
歩
行
者
の
安

全
も
確
実
に
向
上
し
ま
し

た
。
右
折
信
号
の
設
置
を

丸
山
妙
子
議
員
他
、
複
数

の
議
員
が
要
望
し
て
い
ま

す
。
進
め
て
い
る
踏
切
の

オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
事
業

で
は
、
住
民
へ
の
説
明
会

な
ど
西
村
茂
久
議
員
の
協

力
を
得
て
い
ま
す
。

　新井康之町長が岡しげお宮代事務所を
訪れて、令和５年度の予算を説明して頂
きました。宮代町の“私たちの予算書”は、
町民目線で作られていて内容が実に分か
り易いものです。そこには、新井町長自
身の考え方が、町民の意見を受け入れ町
民と一緒に街づくりをしていこうという
姿勢の表れだと感じました。2023/2/15

　県の宮代町における大型事業等を説明
し、意見交換を行いました。東武動物公
園駅東口開発、和戸地区東武鉄道立体交
差事業、姫宮落川の大規模改修事業など、
県の事業には地元の協力も必要です。町
議員が地元の要望などを聞いて、県と町
が協力して実現していく事が大切です。
2022/4/6

　この事業は、私が県議会議員に初当選
した 15 年前に、地元から「これまで、
地元が熱望している和戸交差点の大渋滞
を解消するための県の動きが全くない」
との声があり、最初に手掛けた大事業で
す。県との予算折衝と事業化、更には宮
代町への協力要請など地道に一つひとつ
確実に活動してきました。2022/12/13

和戸の踏切の工事

　

カ
ス
ミ
宮
代
店
か
ら
東

武
鉄
道
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

を
通
り
、
古
利
根
川
に
新

橋
を
架
け
て
、
杉
戸
町
４

号
国
道
ま
で
つ
な
ぐ
都
市

計
画
道
路
で
す
。
故
・
石

井
眞
一
議
員
も
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
橋
通
り
線
が
完
成
す

る
と
、
東
小
学
校
周
辺
の

車
の
交
通
量
は
激
減
し
ま

す
。
児
童
の
安
全
な
通
学

の
た
め
に
も
必
要
な
、
大

事
な
県
道
整
備
で
す
。

宮代町議会議長・副議長への説明

東
武
動
物
公
園
駅

東
武
動
物
公
園
駅  

東
口
東
口

　

笠
原
小
学
校
は
、
別
称

〝
竜
宮
城
の
学
校
〟
と
呼

ば
れ
、
児
童
た
ち
が
〝
は

だ
し
〟
で
学
校
生
活
を
送

る
な
ど
特
色
の
あ
る
小
学

校
で
、
入
学
希
望
者
が
多

く
児
童
数
も
増
え
て
い
ま

す
。
特
に
、
道
佛
地
区
は

新
た
に
住
宅
が
造
成
さ
れ

た
た
め
に
子
供
の
数
が
増

え
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
現
在
の
通
学
路

は
、
道
路
が
狭
く
歩
道
が

十
分
整
備
さ
れ
て
い
な
い

事
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
通

学
路
変
更
の
要
望
が
小
学

校
や
町
教
育
委
員
会
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
今
回
は
金
子

哲
也
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら

「
通
学
路
変
更
に
伴
う
安

全
対
策
の
要
望
書
」
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
変
更
さ
れ

る
通
学
路
は
、
主
に
県
道

蓮
田
杉
戸
線
と
県
道
春
日

部
・
久
喜
線
を
通
る
た
め

に
安
全
対
策
は
県
と
町
が

連
携
し
て
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
金
子
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
の
要
望
を
受
け
て
、

町
と
協
議
し
、
県
で
行
う

こ
と
を
杉
戸
県
土
整
備
事

務
所
に
お
願
い
し
て
い
き

ま
す
。
子
供
た
ち
の
通
学

路
の
安
全
対
策
は
、
最
優

先
課
題
で
す
。

　

通
学
路
が
決
定
次
第
、

一
日
も
早
く
実
現
し
て
い

き
ま
す
。

「
良
く
な
る
ね
」

　

１
級
河
川
の
姫
宮
落

川
は
、
白
岡
市
～
宮
代

町
を
流
れ
て
い
ま
す
。

現
在
埼
玉
県
の
予
算
で
、

下
流
か
ら
道
佛
橋
ま
で

川
幅
拡
幅
と
護
岸
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
を
見
学
し
て
い

る
方
に
話
か
け
る
と
、

40
年
前
に
岩
手
県
か
ら

東
京
に
就
職
し
、
道
佛

地
区
に
て
生
活
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
宮
代
町
は
東
京
に
も

近
い
し
良
い
町
だ
。
し

か
し
、
川
幅
が
狭
い
の

で
大
雨
の
度
に
田
ん
ぼ

や
道
路
が
冠
水
し
て
き

た
。
こ
の
工
事
は
あ
り

が
た
い
。
お
陰
で
良
く

な
る
ね
」
と
笑
顔
で
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
（
２
０
２
２
年
１
月
24
日

　
　
　
　
　

岡
し
げ
お
記
）

宮代町の予算書


